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２０１９年１０月２７日              NO,６２７ 

 

      海蔵寺 

 追貝の海蔵寺は、廃寺同然だっ 

た寺を永正７年（１５１０）沼田 

万鬼斎顕泰の弟、沼田刑部大輔景 

秀が平井城主の上杉顕定のために 

再築しました。 

 天文７年（１５３８）に丹波から在庵仁察大和尚禅師が来

て寺を再興し第一世開祖となり、この時から天台宗から曹洞

宗海蔵寺となり、迦葉山弥勒寺の末寺となりました。 

 慶応４年（１８６８）５月７日、官軍が追貝に入り、戸倉

戦争後には海蔵寺に本陣が置かれました。 

        追貝の芭蕉句碑 

          利根支所の前に、円珠姫の歌碑と並ん

で、芭蕉の句碑があります。 

          句碑には、「夏きても ただ一つ葉の 

ひとつかな」と彫られています。 

          この句碑は、刎橋の追貝側にあったも

のを道路改修にのため、現在の場所に移

されました。 
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と
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す
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と
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中
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海
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し
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は
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 今年で３７回目となる「くらしと健康まつり」が２０日、十王公園で開

かれ多くの人がステージ発表や買い物などを

楽しみました。 

              「くらしと健康まつり」では、健康チェッ

ク、野菜や焼きまんじゅうなどの販売など多

くのテントが並び、ステージでは津軽三味線

などの演奏がおこなわれました。 

 上原町の自主防災会と区は１９日、群馬県北部を震源

とするマグニチュード７．０の地震が発生したことを想

定した防災避難訓練をおこないました。 

 訓練では、午前８ 

時に上原町区民館に 

集合し、簡易担架の 

作成、地震体験車に 

よる震度７の体験、 

ＡＥＤの使い方など 

を訓練しました。 

 沼田市消防団の機械器具の点検、部隊訓練、ポンプ操法訓練、中継送水・

放水訓練など日ごろの訓練を披露する、消防団点検が２０日、沼田公園野

球グランドで開かれ約３７０人の団 

員が参加しました。 

 消防団の点検の前には、１１月１ 

３日に横浜市で開かれる、第２４回 

全国女性消防操法大会に群馬県代表 

として出場する沼田市女性消防隊ソ 

レイユの激励会がおこなわれ、沼田 

市長などが激励の言葉を送りました。 

 

 １８日～２０日まで中央公民館で、川田地区地域資源

活用研究会による「川田城展」が開かれました。 

 川田城をめぐる

パネルや金井竹徳

氏による「川田城を

巡る北条氏と真田

氏の攻防」と題した

講演、上州真田武将

隊が円珠姫の和歌

を解説しました。 


